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いつもご支援ありがとうございます。 

TENOHASI は 200３年から 16 年間、池袋を中心に、孤立無援の路上生活の方々を支援

してきました。活動資金のほとんどは皆様からの募金です。多くのボランティアの方による炊

き出しと夜回りで路上生活の方々とのコミュニケーションを図り、路上脱出・社会復帰へとつ

なげてきました。 

その活動の中で、都内唯一の「個室アパート型シェルター」による全く新しい支援を 4年前

から始めました。 

そのシェルター維持費と支援費１００万円を募るためにこの冬もクラウドファンディングを行

います。 

 １２月７日からＣＡＭＰＦＩＲＥで開始します（予定）。詳しくは TENOHASI のブログ・フェイスブ

ック・メールマガジンをご覧下さい。 

炊き出し調理メンバー 2019 年夏祭りにて 

 孤立無援の路上生活者を「個室型シェルター」で支援したい 

 

この冬もクラウドファンディングにご協力ください!! 
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個室型シェルターとは 

 路上生活から脱するには多くのハードルが存在します。 

そのハードルをできるだけ少なくして、より多くの方が路上からの脱出を果たせるように支援したい。 

そのために TENOHASI と連携団体が運営しているのが「個室シェルター」です。 

 

 

 路上生活からすぐに社会へ復帰することは容易ではありません。生活保護を受けても、数ヶ月か

ら時には 1 年以上の「観察期間」を集団生活の宿泊所で過ごして、行政によって「独り暮らし可能」

と認められないと自分のアパートを契約することができないという運用がほとんどです。TENOHASI

は、その期間を落ち着いて個室で過ごし、社会復帰への準備をしていただくための部屋と、サポー

トする人材を増やしていきたいと思っています。 

 

これは 1990 年代にアメリカで生まれた「ハウジングファースト」という考え方がもとになっていま

す。アメリカでも観察期間中は集団生活をすることになっていましたが、路上に戻ってしまう例が後

をたちませんでした。初めから個室で生活し、必要な支援を届けるハウジングファーストほうが成功

の可能性が大きいことが実証されています。   

 

個室シェルターの一室 

自分で契約したアパートへ 

アメリカのハウジングフ

ァースト利用者 
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先述のように、自分の家がない方が生活保護を申請すると、ほとんどの場合（東京都とその近隣

県）、福祉事務所は当面の住まいとして「無料低額宿泊所」を紹介します。その多くは写真のように

個室ではなく、集団生活です。 

 

PHOTO by 探偵 FILE 

 

プライバシーが守られているとは言いがたい環境です。                                   

 大人なのに門限や飲酒禁止のルールもあり、自由が制限されます。食事は選ぶことができず、宿

泊所が用意したものを食べると決まっているところがほとんどです。そして「無料低額」の名前とは

裏腹に、宿泊費・食費・支援費などの名目で生活保護費のほとんどが徴収され、手元に残る金額

が一日 1000 円から低いところでは 300円というのが普通です。  

プライバシーが保護されず自由もお金もほとんどない生活がいつまで続くのかわからない先行き不

安とストレスは、健康な人でも耐えがたいものです。まして、鬱病などの精神疾患や、障害を抱えた

人も路上生活者の中には少なくありません。その結果、宿泊所から失踪して、路上生活に戻る人が

後を絶ちません。「路上の方がまだまし」「路上の方がよっぽどほっとする」これが多くの経験者の声

です 

 

 

 路上生活に疲れた方には、まずプライバシーと自由が守られた「ほっとできる」空間が必要です。 

 わたしたち TENOHASI が「個室型シェルター」が必要だと考える理由はここにあります。 

再び路上生活へ戻ってしまうという「現実」 

 

都内に実在する宿泊所 

そして再び一人路上へ・・ 
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「個室型シェルター」からアパート契約へ 

「個室型シェルター」を経て自分の部屋を契約した方の声です。プライバシー保護のため一部変えて

います。 

小林勇吉さん（仮名）64 歳の場合 

建設現場で働いていたが、10 年前に怪我をして失業。 

孤立無援で生活保護を受けては無料低額宿泊所から 

失踪を繰り返していた。 

  

「生活保護であちこちの宿泊所に入ったけど、どこも相部屋。 

 最初は我慢するけど、1～2 ヶ月もするとストレスが貯ま 

って辛くなって、最後は出てくる、その繰り返し。 

アパートだと眠りが違うんだよ。宿泊所では人間関係の 

ストレスや雑音やいびきで夜も眠れない。 

 個室だとゆっくりと眠れる。個室じゃなかったらまた出て 

たね。 

最近は自炊しているから料理も覚えたよ。TENOHASI 

には世話になってる。 こんなに面倒見てくれるところは 

他にはないよ。アパート入ってからも定期的に訪問に来 

てくれて、クリニックでも話を聞いてくれる。だからなんで 

も相談できる。他ではこんなことないよ。よくしてくれるのは最初だけ。 

あとは自分オンリー。ひとりぼっち」 

  

  木島 悟さん（仮名）７３歳の場合 

 工場で働いていたが、7 年前に会社が倒産。高齢  

で仕事が見つからず路上生活に。 

  

「宿泊所にいた頃はストレスが溜まるから、金があれば 

すぐパチンコ行ってた。でも宿泊所じゃ保護受けてても 

自分の手取りなんて雀の涙だろ、すぐすっからかんさ。 

 アパート入ってからはもうパチンコしたいとは全然思 

わないね。 

 風呂入って、テレビ見ながら一杯やればもう満足 

だもの。心が安まるね。 

 部屋は毎日掃除してるよ。ホコリとか溜まるのイヤ 

なんだ。俺の部屋だもの」 
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大石 健二さん（仮名）。  ７２歳の場合 

運送の仕事をしてきたが高齢と病気で収入が減り、2 

年前、家賃を払えなくなってアパートから出た。 

「仕事がなくなって家賃も払えなくなったんで、もう死 

のうと思ってあちこちさまよったんです。 

でも死にきれなくて、池袋で野宿。だれも助けてくれな 

いからこのまま野垂れ死ぬと思ってました。 

 そうしたら TENOHASI さんに「アパートにすぐ入れます 

よ」って言われてビックリしたんです。 

 もう一回アパートで暮らせるとは思わなかったから。 

「今はちゃんと薬飲んで毎日散歩してるから、体調も 

回復して元気になりました」・P18 からのインタビュー参照 

「個室型シェルター」の実績と今後 

これまで TENOHASI は年間 50～100 人の路 

上生活者の方の自立を支援してきました。現  

在池袋周辺には８０～１００人の路上生活者  

がいて、その数は他の地域からの流出入によ 

って変化します。 

一人でも多くの方を支援したい。それがわたし 

たち TENOHASI の願いです。 

現在わたしたち TENOHASI が支援のために 

用意している「個室型シェルター」は現在 6 部 

屋で、常に入居待ちの状態が続いています。 

 

 

2016 年春から 2019 年 9 月までの 3 年半で 30 人がシェルターから自己契約のアパートに移ら 

れました。その後、残念ながら亡くなった方 2 名・収監された 2 名・失踪された方 1 名。収監・失踪さ

れた方とはその後も関係を保ち、支援を続けています。 

 

段ボールの家に生まれ、 

アスファルトの床で育った人はいません。 

一人でも多くの方に、温もりのある部屋で、もう一度人生の再スタ

ートをしてほしい。それがわたしたちの願いです。 
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い
つ
も
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

今
更
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

昨
年
度
か
ら
今
年
度
の
活
動
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が
昨
年
１

年
間
で
、
生
活
保
護
や
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
利
用
申
請
を
支
援
し
た
人

は
約
６
０
人
で
し
た
。 

 

月
２
回
の
炊
き
出
し
に
並
ば
れ

た
方
は
、
平
均
１
８
０
人
ま
で
下
が

り
ま
し
た
。
４
年
前
の
２
２
３
人
と

比
べ
る
と
約
２
０
％
の
減
少
で
す
。 

 
＊
下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

毎
週
の
夜
回
り
で
出
会
っ
た
路

上
生
活
の
方
の
平
均
は
７
３
人
で
、

４
年
前
の
９
１
人
と
比
べ
る
と
こ

れ
も
約
２
０
％
の
減
少
で
す
。 

 

路
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
人
が
減
少
し
た
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
喜

ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
ず
、
支
援
実
績
か
ら
す
れ
ば
も

っ
と
減
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
新
た

に
路
上
生
活
に
な
っ
た
人
、
一
度
は

生
活
保
護
や
仕
事
で
路
上
を
脱
出

し
た
け
れ
ど
、
再
び
路
上
生
活
に
戻

っ
た
人
が
相
当
数
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
池
袋
は
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
大
規
模
な
再
開
発
が
進
ん

で
お
り
、
公
園
や
ビ
ル
の
改
修
で
路

上
の
方
が
い
ら
れ
る
・
寝
ら
れ
る
場

所
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
排

除
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
路
上
生
活
者

が
ま
す
ま
す
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

そ
し
て
何
よ
り
も
、
ま
だ
家
の
な

い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

人
が
こ
れ
だ
け
い
ら
し
て
、
社
会
か

ら
の
厳
し
い
差
別
・
偏
見
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
心
安
ま
る

家
と
居
場
所
を
も
つ
社
会
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

TENOHASI 活動報告  

炊き出しに並ぶ方は 

減ったけれど・・ 
By Geoff Read 
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台
風
１
９
号
が
日
本
を
襲
っ
た

日
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
は
危
険

防
止
の
た
め
炊
き
出
し
を
中
止
し

ま
し
た
が
、
中
止
を
知
ら
ず
に
来

る
人
の
た
め
に
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
嵐
の
中
来
た
４
６
人
に
食
糧

を
お
渡
し
し
、
２
６
人
（
半
分
以

上
は
路
上
生
活
で
は
な
い
一
般
の

方
）
を
豊
島
区
役
所
の
避
難
所
に

ご
案
内
し
ま
し
た
。 

 

 

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
間
、
台
東
区
が

避
難
所
に
助
け
を
求
め
た
路
上
生

活
者
を
「
住
所
が
な
い
」
と
拒
否
し

た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

 

  

１
９
６
１
年
の
「
災
害
対
策
基
本

法
」
で
、
自
治
体
は
「
避
難
し
た
居

住
者
・
滞
在
者
そ
の
他
の
者
」
の
た

め
に
避
難
所
を
設
営
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  

そ
れ
か
ら
５
８
年
も
た
っ
た
今
、

「
路
上
生
活
者
は
避
難
所
に
入
れ

な
い
」
と
違
法
な
行
為
を
平
然
と
行

っ
て
、
人
を
嵐
の
中
に
放
り
だ
し
た

こ
と
に
は
怒
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。 

  

し
か
し
、
こ
れ
は
台
東
区
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
避
難
所

に
入
れ
る
の
は
区
民
だ
け
」
と
し
た

区
が
他
に
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

実
は
私
た
ち
も
「
豊
島
区
が
路
上

生
活
者
を
受
け
入
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
危
惧
し
て
避
難
所
を
訪

ね
ま
し
た
。
池
袋
の
再
開
発
で
路
上

生
活
者
の
排
除
を
進
め
て
き
た
区

が
そ
う
い
う
対
応
を
す
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

結
果
的
に
豊
島
区
は
避
難
者
の
住

所
も
氏
名
も
聞
か
な
か
っ
た
の
で

排
除
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
ど

う
せ
入
れ
な
い
」
と
思
っ
て
避
難
所

に
行
か
な
か
っ
た
人
が
何
人
も
い

た
こ
と
が
後
で
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
、
排
除
を
肯
定
す
る
意

見
が
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

「
怖
い
」
「
物
が
盗
ま
れ
る
」
「
自
己

責
任
だ
。
必
要
な
ら
支
援
団
体
が
避

難
所
を
作
っ
て
一
般
人
と
は
別
に

収
容
し
ろ
」
「
あ
の
悪
臭
は
暴
力
だ
」

等
々
。 

 

「
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ら
嵐
の
中
に
放

り
出
し
て
死
な
せ
て
も
い
い
」
と
主

張
す
る
憎
悪
や
差
別
は
、
社
会
で
薄

れ
る
ど
こ
ろ
か
再
生
産
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

炊
き
出
し
や
夜
回
り
を
粛
々
と

や
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
の
か
？

問
わ
れ
て
い
る
の
は
私
た
ち
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 

  
 

 

 

  

 

  

災
害
時
に
避
難
所
に
拒
否
さ
れ
る
？
？ 

嵐の中の食糧配布 

10 月 12 日夜の参加スタッフと豊島区役所。台東区のことはまだ何も知らず・・ 
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10 月 28 日毎日新聞東京版 
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炊
き
出
し
調
理
班 

 
 

 

炊
き
出
し
の
前
半
は
調
理
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
主
に
肉
野
菜
汁
と
ご

飯
。
夏
祭
り
で
は
そ
う
め
ん
、
越
冬

活
動
で
は
年
越
し
そ
ば
や
お
雑
煮

な
ど
も
調
理
し
て
い
ま
す
。 

 

★
衛
生
的
な
食
事
作
り
の
た
め
に 

調
理
に
使
用
す
る
道
具
は
寸
胴

鍋
、
炊
飯
釜
、
包
丁
、
ま
な
板
、
切

っ
た
野
菜
を
入
れ
る
衣
装
ケ
ー
ス

な
ど
。
調
理
終
了
後
に
洗
っ
た
道
具

も
、
使
用
す
る
前
に
も
う
一
度
徹
底

的
に
洗
っ
て
い
き
ま
す
。
重
い
寸
胴

鍋
を
洗
う
の
は
一
苦
労
。
冬
は
手
が

悴
み
ま
す
が
、
衛
生
的
な
食
事
作
り

の
た
め
に
「
洗
い
場
」
の
作
業
は
手

を
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

★
炊
き
出
し
に
並
ぶ
方
々
を
思
っ
て 

野
菜
汁
に
使
用
す
る
大
量
の
野

菜
を
手
分
け
し
て
切
っ
て
い
き
ま

す
。
「
野
菜
は
小
さ
く
切
っ
て
ね
。

咀
嚼
す
る
力
が
弱
い
人
も
い
る
か

ら
。
固
い
部
分
は
も
っ
と
小
さ
く

ね
」
な
ど
、
作
業
場
に
は
炊
き
出

し
に
並
ぶ
路
上
生
活
者
の
方
た
ち

を
思
う
言
葉
が
い
つ
も
あ
り
ま

す
。 

 

【
参
加
者
の
声
】 

・
「
温
か
く
て
美
味
し
い
料
理
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
一
人
ひ
と
り
の

作
業
に
も
気
持
ち
が
入
る
。
や
が
て

誰
か
を
手
伝
っ
た
り
、
や
る
事
を
探

し
た
り
が
自
然
に
で
き
て
く
る
。
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
が
長
く
続

く
の
は
、
初
参
加
の
人
に
と
っ
て
も

居
心
地
が
良
い
雰
囲
気
が
で
き
て
い

る
か
ら
。 

無
心
に
野
菜
を
切
っ
て
い
る
と
、「
私

で
も
少
し
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
な
」

と
思
え
て
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。 

 

★
和
気
あ
い
あ
い
と 

 

お
昼
休
憩
で
は
、
み
ん
な
で
賄
い

を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
す
。

賄
い
は
焼
き
そ
ば
、
カ
レ
ー
な
ど
。

楽
し
く
活
動
す
る
た
め
に
は
、
と
て

も
大
切
な
時
間
で
す
。 

 

【
参
加
者
の
声
】 

・「
飯
は
天
で
あ
る
」
こ
の
言
葉
を
思

い
な
が
ら
賄
い
飯
を
食
ら
う
。
こ
の

卓
を
囲
み
な
が
ら
の
団
欒
が
好
き
。 

 

★
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
味 

用
意
す
る
野
菜
汁
は
約
１
８
０

リ
ッ
ト
ル
。
大
き
な
寸
胴
を
３
つ
使

用
し
、
切
っ
た
野
菜
と
鶏
肉
を
じ
っ

く
り
煮
込
ん
で
い
き
ま
す
。
美
味
し

い
食
事
を
提
供
す
る
た
め
、
ベ
テ
ラ

ン
・
初
参
加
関
係
な
く
、
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
調
理
を
し
て
い
き

ま
す
。 

 

ご
飯
は
並
ぶ
人
数
を
予
想
し
、
８

リ
ッ
ト
ル
の
釜
を
６
～
８
釜
炊
い

て
い
き
ま
す
。
１
釜
８
リ
ッ
ト
ル
の

米
を
研
ぐ
の
は
か
な
り
の
力
仕
事

で
す
。 

 

【
参
加
者
の
声
】 

・
お
互
い
に
味
の
感
想
を
言
い
合
っ

て
い
る
と
、
こ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
し

た
意
見
交
換
の
積
み
重
ね
も
含
め
、

公
園
で
食
さ
れ
る
方
々
を
思
い
な
が

ら
調
理
を
す
る
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｉ
の
味
」
へ
と
日
々
更
新
さ
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
、
な
ん
と
な
く
そ
う

感
じ
ま
し
た
。 

・
大
量
の
ご
飯
を
作
る
こ
と
が
と
て

も
新
鮮
で
楽
し
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
調
理
班
の
思
い
を
乗
せ
て 

 

調
理
し
た
食
事
は
保
温
容
器
に

移
し
替
え
、
ト
ラ
ッ
ク
で
公
園
へ
と

運
び
ま
す
。
調
理
班
の
思
い
を
公
園

班
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー

は
慎
重
に
公
園
へ
と
向
か
い
ま
す
。 

【
参
加
者
の
声
】 

・
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
参

加
し
て
い
ま
す
。 

・
家
族
の
老
い
に
接
し
、
私
に
は
ま

だ
も
う
少
し
誰
か
の
た
め
に
行
動
す

る
時
間
が
あ
る
と
思
い
参
加
し
て
い

ま
す
。 

・
色
々
な
人
と
出
会
い
、
話
せ
る
温

か
い
環
境
が
う
れ
し
い
。 

 

★
お
わ
り
に 

 

時
々
公
園
に
行
っ
て
食
べ
た
方
の

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
美
味
し

活

動
報

告 
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く
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
・
・
・
毎
回
美
味
し
い
食
事
が
提

供
で
き
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
者
に
「
参
加
し
て
よ
か

っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
」
と
思
っ
て
頂

く
事
は
、
活
動
を
継
続
す
る
上
で
重

要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
や
す
い
環

境
作
り
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 
 

 
 

（
郡
司
） 

  

炊
き
出
し
公
園
班 

 

炊
き
出
し
の
後
半
は
公
園
で
の
活

動
で
す
。 

 

①
設
営 

東
池
袋
中
央
公
園
に
ト
ラ
ッ
ク
が

着
く
と
、
ベ
テ
ラ
ン
も
初
参
加
の
方

も
一
緒
に
荷
下
ろ
し
・
会
場
の
設
営

を
行
い
ま
す
。 

 

②
衣
類
配
布 

午
後
４
時
半 

ま
ず
最
初
は
衣
類
で
す
。
最
初
に
全

国
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
衣

類
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
に
出
し

て
、
上
着
・
ズ
ボ
ン
・
下
着
・
ア
メ

ニ
テ
ィ
な
ど
に
仕
分
け
し
ま
す
。
そ

の
頃
に
は
五
〇
人
く
ら
い
が
既
に

並
ん
で
い
て
、
用
意
が
で
き
た
ら
順

番
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
進
み
ま
す
。 

「
ジ
ャ
ン
パ
ー
あ
る
？
Ｌ
の
」 

「
仕
事
に
行
く
ズ
ボ
ン
が
欲
し
い

ん
だ
け
ど
」 

「
靴
下
な
い
か
な
」 

み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
は
様
々
で
す
。

聞
か
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
い
ま

寄
付
品
の
箱
を
開
け
た
ば
か
り
で
、

要
望
通
り
の
も
の
が
あ
る
か
な
い

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
か
く
し
て
、
欲

し
い
人
と
あ
げ
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
一
緒
に
な
っ
て
探
す
光
景
が

あ
ち
こ
ち
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

年
間
通
し
て
人
気
な
の
は
ス
ニ

ー
カ
ー
。
路
上
生
活
の
必
需
品
で
す

か
ら
、
い
い
状
態
の
寄
付
品
は
ま
っ

さ
き
に
な
く
な
り
ま
す
。
冬
は
凍
死

を
防
ぐ
厚
手
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
類
。 

 

１
回
に
も
ら
え
る
の
は
１
つ
だ

け
と
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ダ

ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
歯
ブ
ラ
シ
も

１
点
は
１
点
。
他
も
欲
し
い
人
は
も

う
一
回
列
に
並
ん
で
も
ら
い
ま
す
。 

 

お
望
み
の
も
の
を
ゲ
ッ
ト
で
き

た
人
は
満
面
の
笑
み
。
「
あ
り
が
と

う
」「
い
い
も
の
も
ら
っ
た
」
と
見
せ

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。 

 

③
ド
リ
ン
ク
配
布 

 

ほ
っ
と
一
息
の
ド
リ
ン
ク
も
配

布
し
ま
す
。
寒
い
季
節
は
ホ
ッ
ト
コ

ー
ヒ
ー
、
暑
く
な
る
と
ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
。
毎
回

一
〇
〇
人
近
く
の
人
が
飲
み
に
来

ま
す
。 

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し

ゃ
べ
り
が
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
る
景

色
も
楽
し
い
も
の
で
す
。 

 

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー 

５
時 

 

衣
類
配
布
が
一
段
落
し
た
ら
、
初

参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

を
集
め
て
の
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

あ
の
テ
ン
ト
で
何
を
し
て
い
る
の

か
、
な
ぜ
こ
の
公
園
で
や
っ
て
い
る

の
か
、
等
々
。
平
均
１
０
人
、
多
い

と
３
０
人
の
初
参
加
の
方
に
説
明

し
て
い
る
様
子
は
ま
さ
に
ツ
ア
ー

で
す
。 

 

⑤
医
療
相
談
・
生
活
相
談 

５
時 

 

テ
ン
ト
の
中
で
は
医
師
や
看
護

師
が
希
望
者
の
血
圧
を
測
っ
た
り
，

痛
む
足
腰
を
診
て
湿
布
と
痛
み
止

め
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

隣
の
テ
ン
ト
で
は
相
談
員
と
希

望
者
が
じ
っ
く
り
と
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
病
院
へ
の
紹
介
状
を
出

し
た
り
、
週
明
け
に
生
活
保
護
の
申

請
を
し
た
り
し
て
、
つ
ぎ
の
ス
テ
ッ

プ
に
繋
が
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が
最
も

重
視
す
る
の
は
「
路
上
脱
出
の
支
援
」

で
す
。 

 

⑥
配
食 

６
時 

 

い
よ
い
よ
炊
き
出
し
の
配
食
で

す
。
５
時
半
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
配
置
を
決

め
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
す
で
に
１
０

０
人
以
上
の
列
が
で
き
て
い
ま
す
。 
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そ
し
て
時
間
ぴ
っ
た
り
に
配
食

開
始
。
１
０
人
ず
つ
来
て
も
ら
い
、

ご
飯
の
入
っ
た
丼
を
渡
し
、
そ
こ
に

肉
と
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
汁
を
掛
け

て
食
べ
て
も
ら
う
汁
掛
け
ご
飯
＝

こ
の
世
界
で
は
「
ぶ
っ
か
け
飯
」
で

す
。
あ
つ
あ
つ
の
丼
を
抱
え
た
人
は
、

２
杯
目
を
も
ら
う
た
め
に
食
べ
な

が
ら
列
に
並
び
直
し
た
り
、
そ
の
場

に
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
た
り
。
あ

ち
こ
ち
で
湯
気
が
立
ち
ま
す
。
中
に

は
３
杯
４
杯
と
お
か
わ
り
す
る
猛

者
も
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
腹
は
減
り

ま
す
か
ら
交
代
で
食
べ
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
が
た
っ
ぷ
り
食
べ
て

も
ま
だ
残
っ
て
い
る
場
合
は
パ
ッ

ク
に
詰
め
て
希
望
者
に
配
り
ま
す
。

「
早
め
に
食
べ
き
っ
て
ね
」
と
い
い

な
が
ら
。 

 

「
あ
り
が
と
う
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
報
酬
で
す
。 

 

⑦
掃
除 

 

皆
さ
ん
が
帰
っ
た
ら
、
公
園
の
清

掃
で
す
。
公
園
清
掃
の
業
者
さ
ん
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ホ
ウ
キ
を
持
っ
て
公
園

中
を
掃
除
し
て
回
り
ま
す
。
来
た
時

よ
り
も
美
し
く
。 

 

⑧
締
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

最
後
に
み
ん
な
で
ふ
り
か
え
り

を
し
ま
す
。
人
数
・
医
療
生
活
相
談

の
報
告
・
気
が
付
い
た
こ
と
な
ど
。

最
後
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
お
願
い

を
し
て
、
み
ん
な
で
「
お
疲
れ
様
で

し
た
」
で
も
こ
の
後
も
洗
い
物
が
・
・ 

 
 

 

（
清
野
） 

 

炊
き
出
し
医
療
相
談 

  
 ●

実
施
回
数 

通
常
２
４
回
＋
越

年
越
冬
期
間
３
回 

●
の
べ
受
診
者
数 

１
１
２
８
人 

紹
介
状
発
行
数 

１
６
通 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
べ
人
数
：

医
師
６
０
人
、
看
護
師
５
５
人
、
ロ

ジ
・
サ
ポ
ー
ト
１
５
９
人 

（
※
医
師
、
看
護
師
、
ロ
ジ
そ
れ
ぞ

れ
約
１
０
人
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
持
ち
回
り
で
参
加
） 

●
医
薬
品
の
寄
付
（
風
邪
薬
、
湿
布

類
、
ト
ロ
ー
チ
、
細
粒
胃
薬
） 

 

医
薬
品
購
入
経
費
：
約
４
６
万
円

（
夏
祭
り
に
配
布
の
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
約
１
２
万
円
を
含
む
） 

  

炊
き
出
し
相
談
会
の
１
回
の
受

診
者
数
は
４
０
～
５
０
人
で
す
。 

 

相
談
者
の
主
な
症
状
は
、
高
血

圧
・
風
邪
や
胃
痛
・
腹
痛
、
ま
た
肩

腰
膝
な
ど
の
痛
み
、
肌
荒
れ
や
虫
刺

さ
れ
に
よ
る
か
ゆ
み
な
ど
で
す
。 

 

相
談
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
く
、
毎
回
、
血
圧
を
測
り
、
医
療

班
で
お
渡
し
し
て
い
る
簡
易
な
お

薬
手
帳
に
記
録
し
て
血
圧
を
管
理

さ
れ
て
い
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
や
は
り
ど
の
年
代
で
も
血
圧

が
高
め
の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。 

 

季
節
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
や
目
の
か
ゆ
み
、
ひ
ど
い
咳
を

訴
え
る
方
が
多
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
症
状
に
は
、
寄
付
し
て

頂
い
た
り
、
世
界
の
医
療
団
で
購
入

し
た
り
し
た
市
販
薬
を
適
宜
お
渡

し
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
昨
年
度
は
と
く
に
精
神
科

の
相
談
が
増
え
ま
し
た
。 

   

昨
年
夏
頃
か
ら
、
医
療
機
関
ま
た

は
福
祉
事
務
所
宛
て
の
紹
介
状
を

発
行
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
診
療
の
際
に
各
医
療
者

が
な
る
べ
く
丁
寧
に
話
を
聞
く
よ

う
に
し
た
と
こ
ろ
、
路
上
の
方
が
医

療
に
繋
が
れ
て
い
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
す
で
に
福
祉
に
繋
が

っ
て
い
て
も
ご
本
人
の
希
望
す
る

医
療
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
た
め
、
医
療
機
関
や
福

祉
事
務
所
で
折
衝
す
る
際
の
一
助

と
な
る
よ
う
に
ご
本
人
が
希
望
す

る
場
合
に
は
紹
介
状
を
発
行
し
た
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結
果
で
す
。 

  
医
療
相
談
会
は
医
療
機
関
の
代

替
に
な
る
の
で
は
な
く
、
路
上
生
活

か
ら
脱
し
安
心
し
た
住
ま
い
を
得

る
た
め
の
き
っ
か
け
作
り
の
場
、
い

わ
ば
入
口
の
役
割
と
考
え
活
動
し

て
い
ま
す
。
医
療
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
相
談
者
に
「
き
ち
ん
と
病
院

に
行
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
「
こ

の
ま
ま
で
は
心
身
の
健
康
を
害
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
生
活
の
こ

と
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
生
活
福
祉
相
談
に
繋
が
る

ケ
ー
ス
が
増
え
ま
し
た
。 

 

２
０
１
８
年
度
の
医
療
相
談
会

で
は
、
緊
急
に
治
療
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
３
件
ほ
ど
あ
り
、

２
名
の
方
は
ゆ
う
り
ん
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
、
も
う
１
名
は
、
都
内
で
眼
科

の
救
急
に
か
か
れ
る
病
院
を
探
し
、

医
療
班
の
車
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
付
き
添
い
受
診
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。 

 

救
急
車
で
搬
送
し
た
場
合
に
は

搬
送
先
の
病
院
に
対
応
が
委
ね
ら

れ
る
の
で
医
療
班
・
生
活
相
談
班
の

手
を
離
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
こ

う
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
救
急
対

応
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
ご

本
人
が
福
祉
に
繋
が
る
と
こ
ろ
ま

で
継
続
的
に
支
援
が
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。 

  

課
題
は
、
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
人
数
に
波
が
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
時

点
で
医
療
者
が
ゼ
ロ
と
い
う
日
も

幾
日
か
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
偶
然
、

調
理
配
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
さ
れ
て
い
た
医
療
者
の
方
に
急

遽
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
。 

 

今
後
は
、
継
続
的
に
参
加
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
医
師
・

看
護
師
の
み
な
さ
ま
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

（
世
界
の
医
療
団 

武
石
） 

     

鍼
灸
班 

 

★
活
動
内
容 

毎
月
第
２･

４
土
曜
の
炊
き
出
し
の

日
に
、
公
園
内
に
テ
ン
ト
を
張
り
ベ

ッ
ド
を
設
置
し
て
、
は
り
と
お
灸
を

使
っ
た
鍼
灸
治
療
を
希
望
者
に
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

★
当
日
の
動
き 

 

１
５:

０
０
東
池
袋
四
丁
目
は
り
き

ゅ
う
院
に
集
合
、
テ
ン
ト
・
ベ
ッ
ド
・

毛
布
・
受
付
用
の
テ
ー
ブ
ル
や
カ
ル

テ
な
ど
の
器
材
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
出
発
、
公
園
に
て
準
備
。 

１
６:

０
０
受
付
開
始
。
利
用
希
望
者

が
多
い
の
で
抽
選
で
順
番
を
決
め

ま
す
。
そ
れ
か
ら
治
療
開
始
。 

１
８:

０
０
ご
ろ 

治
療
終
了
。
・
片

付
け
開
始
、
撤
収
、
は
り
き
ゅ
う
院

へ
戻
っ
て
片
付
け
、 

１
９:

０
０
頃
活
動
終
了
。 

 

★
参
加
者 

①
鍼
灸
師
：
各
回
の
参
加
者
は
１
～

３
人
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
人
数
や

状
態
に
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。 

① 

受
付
係
：
１
～
２
人
で
カ
ル
テ

や
順
番
の
管
理
、
問
診
を
行
な

い
ま
す
。 

③
準
備
・
片
付
け
・
運
搬
： 

参
加
の

鍼
灸
師
と
受
付
係
で
行
な
い
ま
す

が
、
公
園
の
お
じ
さ
ん
が
い
つ
も
協

力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
人
手
不
足

の
時
は
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
に
応

援
要
請
し
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
度
々
あ
り
ま
す
。 

 

★
利
用
者 

 

 

生
活
保
護
や
年
金
生
活
、
ネ
ッ
ト

カ

フ

ェ

や

路

上

生

活

の

方

々

と

様
々
で
す
。
４
０
～
７
０
歳
代
の
男

性
が
多
い
で
す
が
、
２
０-

３
０
代

の
若
者
や
女
性
の
利
用
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

症
状
で
は
、
首
・
肩
・
背
・
腰
・

下
肢
、
坐
骨
神
経
痛
な
ど
身
体
各
部

の
痛
み
や
し
び
れ
の
訴
え
が
多
く
、

そ
の
他
に
頭
痛
、
む
く
み
、
倦
怠
感
、

顔
面
神
経
麻
痺
、
不
安
感
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
鍼
灸
治
療
は

Ｗ
ＨО

で
も
様
々
な
症
状
や
疾
患

に
有
効
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
月
に
２
回
と
い
う
限
ら
れ

た
頻
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東
洋
医

学
と
し
て
様
々
な
病
状
に
対
応
し

て
い
ま
す
。 

 

★
こ
の
１
年
で
の
変
化
と
こ
れ
か

ら 

 

一
昨
年
ま
で
は
、
「
鍼
灸
師
２
人

と
受
付
１
人
を
最
低
必
要
人
員
と

し
、
こ
れ
に
満
た
な
い
回
は
活
動
を

中
止
す
る
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
は
毎
回
１
０
人
前
後
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
鍼
灸
師
１
人
に
つ

き
５
人
前
後
の
治
療
を
担
当
し
、
１

９
時
す
ぎ
ま
で
治
療
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
夏
頃
か
ら
鍼
灸
師
が
１
人

の
み
と
い
う
状
況
に
な
る
こ
と
が

あ
り
、
希
望
者
全
員
を
治
療
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
鍼
灸
師

の
人
数
か
ら
患
者
さ
ん
の
定
員
を
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決
め
て
人
数
制
限
し
、
く
じ
引
き
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
半
年

ほ
ど
の
患
者
さ
ん
数
は
各
回
７-

８

人
と
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
人
数
制
限
が
定
着

し
て
き
た
こ
と
、
定
員
オ
ー
バ
ー
で

お
断
り
す
る
方
や
待
ち
時
間
が
長

く
な
り
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
方
が

毎
回
の
よ
う
に
出
て
い
る
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

鍼
灸
師
・
受
付
係
と
も
に
こ
れ
ま

で
常
時
募
集
し
て
き
ま
し
た
が
特

に
鍼
灸
師
の
確
保
が
さ
ら
に
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
確
保

に
努
め
つ
つ
、
作
業
の
簡
略
化
や
応

援
要
請
に
よ
り
治
療
時
間
を
確
保

し
、
希
望
者
に
適
切
な
治
療
を
提
供

し
、
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
嶋
田
） 

   

ほ
っ
と
友
の
会
（
お
茶
会
） 

 

★
活
動 

毎
月
第
４
土
曜
の
炊
き
出
し
の
日

に
、
み
ん
な
で
お
話
を
す
る
活
動
で

す
。
公
園
内
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
敷
い
て

輪
に
な
っ
て
座
り
ま
す
。
は
じ
め
に
コ

ー
ヒ
ー
や
手
作
り
の
お
菓
子
を
食
べ
、

歌
を
歌
い
、
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
そ
う

し
て
場
が
あ
た
た
ま
っ
た
後
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
で
話
し
合
い
ま
す
。

お
互
い
の
話
を
聴
き
合
い
、
わ
か
ち
合

う
時
間
で
す
。 

昨
年
度
は
、
１
回
あ
た
り
平
均
１

２
．
３
名
の
参
加
で
し
た
。
例
年
通
り

で
し
た
。 

 

★
感
謝 

毎
回
の
活
動
は
、
様
々
な
方
々
か

ら
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
池
袋
医
療
班
や
世
界
の

医
療
団
の
皆
さ
ま
、
炊
き
出
し
の
場

を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

★
昨
年
度
良
か
っ
た
点
と
困
っ
た
点 

 

 

昨
年
度
は
、
ほ
っ
と
友
の
会
（
以
降

「
ほ
っ
友
」
）
を
大
切
な
場
と
思
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
常
連
の
方
々
が
、
継
続

し
て
深
く
参
加
さ
れ
た
年
で
し
た
。
自

分
の
話
を
な
ん
で
も
受
け
容
れ
て
聞

い
て
く
れ
る
、
こ
こ
で
み
ん
な
が
待
っ
て

く
れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
信
頼
を
寄
せ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
状
況

や
仕
事
に
つ
い
て
、
身
体
の
不
調
や
入

院
の
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
の
大
切
な
こ

と
を
ほ
っ
友
の
場
に
お
い
て
や
ス
タ
ッ
フ

に
対
し
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

長
い
お
つ
き
あ
い
に
な
る
方
も
多
く
、

「
俺
も
変
わ
っ
た
な
あ
」
「
彼
は
相
変
わ

ら
ず
だ
ね
（
笑
）
」
と
い
っ
た
会
話
を
笑

顔
で
交
わ
し
ま
す
。
そ
う
し
た
雰
囲

気
が
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
に
も
伝

わ
る
の
か
、
会
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
に

こ
に
こ
と
楽
し
そ
う
な
顔
に
な
る
方
が

多
か
っ
た
で
す
。 

 

一
方
、
困
っ
た
点
は
、
新
し
い
方
の

参
加
が
減
っ
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
ほ
っ
友
の
存
在
は
知
っ
て
い
て
、

１
、
２
年
経
っ
て
か
ら
参
加
さ
れ
る
方

な
ど
が
い
ら
し
た
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ

が
足
り
な
い
た
め
、
新
し
い
方
に
お
声

か
け
が
で
き
ず
、
機
会
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
要
望
に
応

え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

会
に
ど
う
や
っ
て
来
て
い
た
だ
く
か
が

課
題
で
す
。 

 

★
今
後
の
方
針 

今
後
も
、
安
心
し
て
自
分
の
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
友
だ
ち
の
話
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
場
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
毎
月
、
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
共
に

人
生
を
送
る
仲
間
と
な
る
よ
う
な
、

そ
う
し
た
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

★
お
わ
り
に 

 

昨
年
の
報
告
に
、
長
期
入
院
さ
れ
る

常
連
の
方
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、

そ
の
方
は
、
「
待
っ
て
い
て
く
れ
る
の
が

わ
か
る
か
ら
、
安
心
し
て
過
ご
す
し
、

ま
た
戻
っ
て
く
る
よ
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
通
り
に
、
元
気
に
戻
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。 

   

会
に
数
年
ぶ
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

か
ら
会
か
ら
離
れ
る
方
、
い
つ
も
来
て

く
だ
さ
る
方
、
そ
う
し
た
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
の
記
憶
が
積
み
重
な
り
な
が

ら
、
活
動
は
続
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
活
動
を
い
い
な
と
思
わ

れ
る
方
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
稲
見
） 
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生
活
応
援
班 

 
 

 

１
，
炊
き
出
し
夜
回
り
の
生
活
相
談 

 

①
相
談
者 

 

 

炊
き
出
し
で
の
生
活
相
談
者
は

２
０
１
８
年
度
に
９
９
人
。
夜
回
り

で
の
相
談
者
は
き
ち
ん
と
し
た
集

計
が
で
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
年

間
で
４
０
人
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
約
半
数
の
方
を
生
活
保
護
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
・
就
労
に
つ
な
げ

ま
し
た
。 

 

５
０
代
以
下
の
若
い
人
の
相
談

が
増
え
て
過
半
数
に
な
り
ま
し
た
。

若
年
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。 

 

② 

忘
れ
ら
れ
ぬ
方
々 

そ
の
１ 

池
袋
駅
で
５
年
く
ら
い

前
か
ら
路
上
生
活
を
し
て
い
た
６

０
代
男
性
。
「
生
活
保
護
を
受
け
ま

せ
ん
か
」
と
誘
っ
て
も
静
か
に
笑
っ

て
首
を
横
に
振
る
だ
け
。
し
か
し
、

体
調
が
悪
化
し
て
「
病
院
に
行
き
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
急
い
で

病
院
を
手
配
し
た
の
で
す
が
、
最
後

の
最
後
で
「
や
っ
ぱ
り
い
い
」
と
ド

タ
キ
ャ
ン
。
そ
の
後
何
度
誘
っ
て
も

「
い
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

一
ヶ
月
後
、
い
よ
い
よ
悪
化
し
て

駅
の
地
下
通
路
で
へ
た
り
込
ん
で

い
ま
し
た
。
「
病
院
に
行
き
ま
し
ょ

う
」
。
答
え
は
「
は
い
」
。
そ
の
翌
日

に
生
活
保
護
を
申
請
し
て
入
院
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
安
心
と
思
っ
た

の
も
つ
か
の
間
、
翌
週
に
多
臓
器
不

全
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
手
遅
れ
で

し
た
。 

 
そ
の
過
程
で
、
そ
れ
ま
で
名
乗
っ
て

い
た
名
前
は
偽
名
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
。
天
涯
孤
独
の
方
か
と
思
っ
た

ら
、
実
は
３
０
年
前
に
失
踪
し
て
か

ら
ご
家
族
が
ず
っ
と
探
し
て
い
ら

し
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

二
ヶ
月
後
、
故
郷
の
お
兄
が
遺
骨

を
引
き
取
り
に
こ
ら
れ
、
私
た
ち
に

多
額
の
寄
付
を
下
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
方
が
な
ぜ
失
踪
さ
れ
路
上
生
活

化
し
た
の
か
は
今
も
謎
の
ま
ま
で

す
。 

そ
の
２ 

同
じ
く
池
袋
駅
で
２
０

年
以
上
野
宿
し
て
い
た
女
性
。1

月

か
ら
体
調
が
悪
化
し
て
胃
液
ま
で

吐
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何

回
も
入
院
を
勧
め
ま
し
た
が
す
べ

て
拒
否
。 

 

し
か
し
さ
ら
に
体
調
が
悪
化
し

て
き
た
の
で
、
夜
回
り
で
「
病
院
に

行
け
な
く
て
も
、
お
風
呂
だ
け
入
り

ま
せ
ん
か
」
と
誘
っ
た
ら
頷
か
れ
た

の
で
、
翌
朝
迎
え
に
行
っ
た
ら
す
で

に
救
急
搬
送
さ
れ
た
後
で
し
た
。
私

た
ち
と
同
様
に
前
か
ら
声
を
掛
け

て
い
た
豊
島
福
祉
の
職
員
が
救
急

搬
送
の
同
意
を
取
り
付
け
た
そ
う

で
、
そ
の
ま
ま
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

す
ん
で
の
所
で
間
に
合
っ
た
ケ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。 

 

③
ス
タ
ッ
フ
不
足 

 

そ
れ
ま
で
の
職
員
が
産
休
・
介
護

休
で
現
場
を
離
れ
た
の
で
、
清
野
が

中
心
に
な
っ
て
現
場
を
回
し
ま
し

た
。 

 

平
日
に
動
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
助
け
て
く
れ
て
ど
う

に
か
や
っ
て
い
ま
す
が
、
人
手
不
足

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
常
勤
職
員
を
雇

う
財
政
力
が
な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
ま
た
は
非
常
勤
で
参
加
し

て
下
さ
る
方
を
募
集
中
で
す
。 

 

２
，
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト 

  

首
都
圏
で
は
路
上
生
活
者
が
生

活
保
護
を
申
請
す
る
と
、
当
面
の
仮

住
ま
い
と
し
て
、
集
団
生
活
で
高
額

な
料
金
を
取
ら
れ
る
「
無
料
低
額
宿

泊
所
」
を
紹
介
さ
れ
る
の
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
か
ね
て
失

踪
し
て
再
び
路
上
生
活
に
戻
る
人

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
最
初
か
ら
普
通
の
個
室

ア
パ
ー
ト
に
入
っ
て
、
必
要
に
応
じ

て
支
援
を
受
け
る
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ

ァ
ー
ス
ト
」
を
日
本
で
も
広
め
よ
う

と
す
る
の
が
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー

ス
ト
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と
他
６
団
体

で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｉ
が
管
理
し
て
い
る
個
室
ア
パ
ー

ト
は
、
今
年
２
月
に
一
部
屋
増
や
し

て
９
室
で
す
。 

①
個
室
シ
ェ
ル
タ
ー 

 

９
室
中
、
６
室
が
、
路
上
生
活
か

ら
脱
し
た
い
方
に
４
ヶ
月
契
約
で

提
供
し
て
い
る
仮
住
ま
い
の
個
室

シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
。
利
用
者
は
生
活

保
護
を
利
用
し
て
し
ば
ら
く
生
活

し
、
福
祉
事
務
所
か
ら
ア
パ
ー
ト
で

の
一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
と
認
め

ら
れ
た
ら
自
分
で
ア
パ
ー
ト
契
約
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を
し
て
引
っ
越
し
ま
す
。 

 

昨
年
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
は
、
池

袋
西
口
公
園
で
最
後
ま
で
野
宿
さ

れ
て
い
た
男
性
５
人
組
全
員
が
路

上
を
脱
し
た
こ
と
で
す
。
改
修
工
事

の
た
め
に
１
年
間
閉
鎖
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
排
除
の
圧
力
が
強

ま
っ
て
も
「
ぼ
っ
た
く
り
の
寮
（
宿

泊
所
）
な
ら
行
か
な
い
。
最
後
ま
で

野
宿
す
る
」
と
い
う
姿
勢
で
し
た
が
、

「
そ
れ
よ
り
も
、
個
室
ア
パ
ー
ト
の

シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ
る
か
ら
使
い
ま

せ
ん
か
」
と
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
全

員
が
賛
成
さ
れ
、
空
い
た
シ
ェ
ル
タ

ー
に
空
き
が
出
た
ら
順
次
ご
案
内

し
て
、
１
年
掛
け
て
全
員
が
ご
自
分

の
ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
み
な
さ
ん
ご
自
分
の
ア
パ

ー
ト
で
の
生
活
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
２
０
１
８
年
度
に
個
室
シ
ェ 

  

ル
タ
ー
か
ら
自
分
の
ア
パ
ー
ト
に

入
っ
た
人
は
７
人
（
前
年
度
＋
１

人
）
。
予
定
よ
り
も
だ
い
ぶ
少
な
か

っ
た
の
が
残
念
で
す
。
福
祉
事
務
所

か
ら
な
か
な
か
引
っ
越
し
Ｏ
Ｋ
が

出
な
か
っ
た
の
が
大
き
く
、
シ
ェ
ル

タ
ー
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
移
る
ま
で

最
長
で
１
３
ヶ
月
、
平
均
７
ヶ
月
と

い
う
長
期
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
行
政
へ
の
働
き
か

け
・
連
携
を
強
め
て
早
期
の
引
っ
越

し
を
実
現
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。 

③ 

長
期
利
用 

 

９
室
中
３
部
屋
は
、
障
害
や
高
齢

な
ど
か
ら
独
力
で
は
ア
パ
ー
ト
契

約
が
難
し
い
人
の
た
め
の
長
期
利

用
の
部
屋
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ゆ
う

り
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
ヘ
ル
パ
ー
の

支
援
を
受
け
て
ア
パ
ー
ト
生
活
を

継
続
中
で
す
。 

 

（
清
野
） 

夜
回
り 

  

夜
回
り
は
毎
週
水
曜
日
の
夜
。
池

袋
で
路
上
生
活
を
さ
れ
て
い
る
約

７
０
人
の
方
々
に
、
パ
ン
や
お
に
ぎ

り
、
支
援
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
配
り
な
が
ら
、
医
療
・
生
活
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
パ
ン
と
お
に
ぎ
り
作
り
は
、
あ
さ

や
け
ベ
ー
カ
リ
ー
（
あ
さ
や
け
子
ど

も
食
堂)
と
、
連
携
団
体
べ
て
ぶ
く
ろ

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

作
っ
て
い
る
の
は
元
路
上
生
活

で
現
在
地
域
生
活
に
移
行
さ
れ
た

お
っ
ち
ゃ
ん
・
お
に
い
ち
ゃ
ん
達
と
、

世
界
の
医
療
団
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

 

ど
っ
さ
り
作
っ
た
パ
ン
と
お
に

ぎ
り
を
池
袋
駅
前
公
園
に
持
っ
て

い
き
、
待
っ
て
い
た
人
た
ち
に
配
っ

た
後
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
夜
回
り
を
し
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
の
声
を
聞
く
と
、
一
番

人
気
は
焼
き
そ
ば
パ
ン
の
よ
う
で

す
。 

 

最
後
に
集
合
場
所
に
て
、
路
上
の

方
か
ら
の
相
談
事
や
変
わ
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
か
等
、
み
ん
な
で
情

報
共
有
を
し
て
解
散
と
い
う
流
れ

で
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
生
さ
ん
の

参
加
も
多
く
、
新
鮮
で
率
直
な
感
想

を
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

パ
ン
や
お
に
ぎ
り
を
手
渡
す
と

き
に
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
が
率
直
に
嬉
し
く
、

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
回
り
の

活
動
で
は
、
路
上
生
活
を
さ
れ
て
い

る
方
々
と
近
い
距
離
で
接
し
、
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
く
活
動

さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
は
顔
見
知
り
に
な
ら
れ
て
い
て
、

関
係
性
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
夜
回
り
は
、
た
だ
食
料

を
配
布
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
道
に
関
係
性
を

部屋でくつろぐ S さん  
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築
き
、 

路
上
生
活
を
さ
れ
て
い
る

方
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

か
を
知
り
、
必
要
な
支
援
、
資
源
に

繋
ぐ
活
動
で
す
。 

 

わ
た
し
は
活
動
に
参
加
し
て
ま

だ
日
が
浅
く
、
ベ
テ
ラ
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
に
く
っ
つ
い
て
い
る
の

が
精
一
杯
な
の
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン

さ
ん
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う

に
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
自
分
な

り
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
路
上
生
活
を
さ

れ
て
い
る
方
々
が
困
り
ご
と
を
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
、
関
係
性
を

築
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

路
上
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
を
、

小
さ
な
頃
は
何
も
知
ら
ず
「
汚
い
な

ー
、
な
ん
か
怖
い
な
ー
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
路
上
生
活
を
さ
れ
て
い

る
方
々
の
実
情
を
知
っ
た
の
は
、
７

年
前
程
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ

ト
Ｔ
Ｖ
で
貧
困
問
題
の
特
集
を
観

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
相
対
的

貧
困
、
不
遇
な
生
育
歴
、
障
害
の
無

理
解
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
の
連
鎖
か
ら

路
上
生
活
に
陥
っ
た
方
々
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
衝
撃
が
走
り
ま
し

た
。
な
ん
と
も
や
る
せ
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、「
わ
た
し

も
路
上
生
活
者
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
」
と
、
自
分
事
だ
と
感

じ
て
涙
が
溢
れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
割
愛
し
ま

す
が
、
路
上
生
活
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
自
分
が
重
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
、
わ
た
し
が
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。 

 

さ
い
ご
に
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ

の
活
動
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
お
気
軽
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。
ま
た
、
み
な
さ
ま
の

ご
寄
付
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
、
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
平
田
） 

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト

東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

  

路
上
生
活
か
ら
脱
す
る
の
が
難
し

い
原
因
と
し
て
、
「
福
祉
の
支
援
が

な
い
路
上
の
障
害
者
」
の
問
題
と
、

「
生
活
保
護
や
で
提
供
さ
れ
る
環

境
が
過
酷
で
あ
る
」
と
い
う
問
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
「
誰
に
で

も
ま
ず
安
心
で
き
る
住
ま
い
と
支

援
を
」
を
掲
げ
て
行
っ
て
い
る
が

「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
東
京

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
昨
年
は
９
年
目

で
、
７
団
体
が
連
携
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

な
に
せ
７
団
体
で
や
っ
て
い
ま

す
か
ら
活
動
の
中
身
は
複
雑
多
岐

な
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
架
空
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
簡
単
に
説
明

し
ま
す
。 

 

Ａ
さ
ん 

７
０
歳 

 

 

東
北
某
県
の
中
学
を
卒
業
し
て

か
ら
ず
っ
と
土
木
業
で
働
い
て
き

た
。
し
か
し
、
高
血
圧
と
腰
痛
で
働

け
な
く
な
り
、
３
年
前
か
ら
路
上
生

活
。
ア
ル
ミ
缶
集
め
や
日
雇
い
の
仕

事
で
生
き
て
き
た
。
生
活
保
護
を
受

け
た
こ
と
も
あ
る
が
、
相
部
屋
で
知

ら
ぬ
者
同
士
が
共
同
生
活
・
門
限
・

禁
酒
・
保
護
費
が
ほ
と
ん
ど
手
元
に

残
ら
な
い
と
い
う
生
活
に
嫌
気
が

さ
し
て
路
上
に
戻
っ
た
。 

 

４
月
１
０
日 

炊
き
出
し
で
、
世

界
の
医
療
団
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
医
療
相
談
に
。
医
者
か
ら
「
高

血
圧
は
放
置
す
る
と
危
険
で
す
。
生

活
保
護
を
受
け
て
治
療
し
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
た
が
「
保
護
は
受
け

な
い
」
と
断
っ
た
。
で
も
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
生
活
相
談
員
か
ら
「
個

室
の
ア
パ
ー
ト
が
空
き
ま
し
た
。
す

ぐ
入
れ
ま
す
よ
」
と
聞
い
て
「
個
室

の
ア
パ
ー
ト
？
な
ら
世
話
に
な
ろ

う
か
な
」 

 

 

４
月
１
３
日 

個
室
ア
パ
ー
ト

の
大
家
で
あ
る
つ
く
ろ
い
東
京
フ

アパート契約 
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ァ
ン
ド
と
契
約
。
翌
日
に
生
活
保
護

申
請
。
「
こ
れ
で
ゆ
っ
く
り
眠
れ
る
」 

４
月
２
８
日 

生
活
保
護
が
決
定
。

ゆ
う
り
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
内
科
を

受
診
し
、
高
血
圧
の
治
療
を
開
始
。 

 

診
察
の
中
で
、
「
気
分
が
ふ
さ
ぎ

込
ん
で
な
に
も
で
き
な
い
こ
と
や
、

眠
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
「
誰
も
居

な
い
の
に
自
分
の
悪
口
が
聞
こ
え

る
」
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。
精
神
科

医
が
診
察
し
て
、
精
神
障
害
者
手
帳

の
取
得
と
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
か
ら
訪
問
を
受
け

て
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。 

５
月
２
５
日 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｉ
の
支
援
で
住
民
票
が
復
活
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
携
帯
電
話
の
契

約
も
進
め
る
こ
と
に
。
「
こ
れ
で
や

っ
と
自
分
の
ア
パ
ー
ト
を
契
約
で

き
る
」 

６
月
１
５
日 

「
手
伝
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
言
わ
れ
て
、
夜
回
り
の

パ
ン
と
お
に
ぎ
り
作
り
に
参
加
。

「
ひ
さ
し
ぶ
り
に
い
ろ
い
ろ
な
人

と
一
緒
に
働
い
て
楽
し
か
っ
た
よ
」
。

そ
こ
で
仲
良
く
な
っ
た
べ
て
ぶ
く

ろ
の
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
て
食
事

会
や
当
事
者
研
究
に
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

７
月
１
４
日 

福
祉
事
務
所
か
ら

ア
パ
ー
ト
Ｏ
Ｋ
と
連
絡
を
受
け
て
、

h
a
b
i
t
a
t
 
f
o
r
 
h
u
m
a
n
t
y

の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
ア
パ
ー
ト
探
し
を
開
始
。

不
動
産
屋
巡
り
を
し
て
よ
う
や
く

い
い
ア
パ
ー
ト
が
見
つ
か
っ
た
。 

８
月
１
日 

念
願
の
「
自
分
の
ア
パ

ー
ト
」
入
居
。 

 

そ
れ
か
ら
は
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｉ
の
炊
き
出
し
夜
回
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
、
趣
味
の
将
棋

を
楽
し
ん
で
い
る
。 

 

そ
の
後
も
、
ゆ
う
り
ん
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
月
１
回
精
神
科
・
内
科
を
受
診

し
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
も
週
一
で

来
て
よ
ろ
ず
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
。 

「
一
五
の
こ
ろ
か
ら
生
活
に
追
わ

れ
て
働
き
づ
め
。
身
体
を
壊
し
て
ホ

ー
ム
レ
ス
に
成
っ
た
り
し
て
、
苦
労

ば
か
り
だ
っ
た
け
ど
、
や
っ
と
落
ち

着
け
た
」 

 

ト
ピ
ッ
ク 

 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所 

”
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
”
開
所
！ 

 

 

「
べ
て
ぶ
く
ろ
」
が
主
体
と
な
っ

て
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
仕
事
の

場
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
支
援
者
の
当
事
者
研
究
」
な
ど

の
各
種
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 
 

訪問看護 

夜回りで配るパンは自分たちで 

今日からここが我が家 
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「
『
ホ
ー
ム
レ
ス
』
は
み
ん
な
怠
け
者
」

と
思
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
ほ
と
ん
ど
都
市
伝
説
で
す
。 

 

逆
に
、
真
面
目
で
不
器
用
す
ぎ
て

ホ
ー
ム
レ
ス
に
成
っ
て
し
ま
っ
た
と
思

わ
れ
る
人
が
一
定
数
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。 

 

こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
Ｙ
さ
ん
も
そ

の
ひ
と
り
。
地
域
で
孤
立
し
て
、
年

金
も
生
活
保
護
も
わ
か
ら
な
く
て

過
酷
な
路
上
生
活
を
お
く
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

＊
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
一

部
を
替
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

＊
イ
メ
ー
ジ
で
す 

 

  

Ｙ
さ
ん
、
本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
早
速
で
す
が
Ｙ

さ

ん

は

今

お

い

く

つ

な

ん

で

す

か
？ 

Ｙ 

昭
和
２
２
年
生
ま
れ
だ
か
ら

今
は
、
７
２
歳
な
の
か
？
。 

 

で
す
ね(

笑)

。
ご
出
身
は
ど
ち
ら

で
す
か
？ 

Ｙ 
山
形
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
採
れ
る

と
こ
ろ
。 

  

い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
い
つ
ま
で

故
郷
に
い
ら
し
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

う
ち
は
お
金
が
な
か
っ
た
か
ら
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
東
京
に

出
て
靴
屋
で
働
い
た
の
。
で
も
寂
し

く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
半
年
で
山
形
帰

っ
ち
ゃ
っ
た
。 

  

１
５
歳
じ
ゃ
寂
し
い
で
す
よ
ね

（
笑
）
。
そ
の
あ
と
は
ど
う
さ
れ
た

ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

地
元
で
の
菓
子
屋
ね
。
お
ば
さ

ん
が
菓
子
屋
や
っ
て
た
か
ら
手
伝

っ
て
た
。
そ
の
あ
と
、
お
ば
さ
ん
の

紹
介
で
名
古
屋
の
お
茶
屋
で
し
ば

ら
く
働
い
て
た
。
合
計
１
０
年
く
ら

い
。 

  

そ

れ

か

ら

は

ど

ん

な

お

仕

事

を
？ 

 

Ｙ 

だ
い
た
い
運
送
屋
。
３
０
年
位

や
っ
た
か
な
。
自
分
で
軽
ト
ラ
ッ
ク

買
っ
て
、
組
合
か
ら
仕
事
も
ら
っ
て

た
。
宅
配
だ
っ
た
り
、
会
社
の
荷
物

運
ん
だ
り
。 

 

普
通
の
荷
物
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

音
楽
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
、
有
線

局
に
持
っ
て
く
仕
事
を
し
ば
ら
く

や
っ
て
た
こ
と
も
あ
る
。 

  

え
？
Ｙ
さ
ん
音
楽
や
っ
て
た
ん

で
す
か
？ 

Ｙ 

違
う
違
う
。
ビ
ク
タ
ー
っ
て
会

社
か
ら
音
楽
の
テ
ー
プ
を
貰
っ
て
、

有
線
放
送
の
会
社
に
配
達
し
て
た

だ
け(
笑)

。
そ
の
テ
ー
プ
を
喫
茶
店

と
か
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
流
す
の
。 

  

な
る
ほ
ど
。
ネ
ッ
ト
配
信
と
か
が

で
き
る
前
の
、
昭
和
の
話
で
す
ね

(

笑) 

Ｙ 

そ
の
前
は
営
業
も
や
っ
て
た
。 

  

営
業
も
！ 

Ｙ 

金
属
部
品
を
扱
う
会
社
で
。
１

０
年
く
ら
い
し
た
か
な
。 

  

ご
結
婚
は
さ
れ
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

名
古
屋
に
い
た
頃
に
し
た
よ
。

子
供
も
二
人
。
で
も
上
の
子
が
小
学

校
あ
が
っ
た
く
ら
い
で
離
婚
し
た
。 

  

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
お
子
さ
ん
と

は
会
っ
た
り
し
て
る
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

ず
っ
と
音
信
不
通
だ
っ
た
ん

だ
け
ど
、
数
年
前
に
突
然
、
上
の
子

が
ア
パ
ー
ト
ま
で
来
て
く
れ
た
の
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
っ
て
。
で
も
連
絡
先

は
聞
か
な
か
っ
た
か
ら
、
今
は
ど
こ

に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
下
の
子
は

も
う
全
然
わ
か
ん
な
い
か
ら
。 

  

そ
の
こ
ろ
お
住
ま
い
は
ど
こ
だ

っ
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

埼
玉
。
ア
パ
ー
ト
借
り
て
た
。 

  

ず
っ
と
仕
事
さ
れ
て
、
お
家
も
あ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ど
う
い

生
活
保
護
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。
死
ぬ
し
か
無
い
と
思
っ
て
ア
パ
ー
ト
を
出
た 

By Geoff Read 
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う
き
っ
か
け
で
野
宿
に
な
っ
た
ん

で
す
か
？ 

Ｙ 
仕
事
に
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
７
０
歳
近
く
な
っ
た

ら
運
送
の
仕
事
が
減
っ
ち
ゃ
っ
て
、

組
合
に
頼
ん
で
も
な
か
な
か
仕
事

を
回
し
て
く
れ
な
く
て
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
ロ
ー
ン
と
か
家
賃
と
か
が
払

え
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
。 

 

で
、
も
う
食
え
ね
え
し
、
こ
の
ま

ま
死
ぬ
の
か
な
と
思
っ
て
。
そ
ん
で
、

車
は
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
か
ら

車
屋
に
返
し
て
、
荷
物
は
置
い
た
ま

ま
ア
パ
ー
ト
か
ら
逃
げ
ち
ゃ
っ
た

ん
で
す
よ
。 

  

死
ぬ
つ
も
り
だ
っ
た
…
？ 

Ｙ 

そ
う
で
す
ね
、
死
の
う
と
思
っ

た
ね
。 

 

生
活
保
護
を
申
請
し
よ
う
と
か

思
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

生
活
保
護
の
こ
と
な
ん
か
知

ら
な
か
っ
た
か
ら
、
も
う
ど
う
し
よ

う
も
な
い
と
思
っ
た
。 

  

で
、
死
に
場
所
を
求
め
て
？ 

Ｙ 

う
ん
。 

  

ア
パ
ー
ト
を
出
て
た
の
は
い
つ

頃
で
す
か
？ 

Ｙ 

だ
い
ぶ
な
り
ま
す
よ
ね
。
い
つ

だ
っ
け
な
。
い
ま
２
０
１
９
年
で
す

か
。
だ
っ
た
ら
２
０
１
７
年
か
。
い

や
も
う
ち
ょ
っ
と
あ
と
か
、
ま
あ
そ

こ
ら
へ
ん
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
・
・
・

も
う
忘
れ
た
。 

  

そ
れ
が
ど
う
し
て
池
袋
に
た
ど

り
つ
い
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

川
越
と
か
熊
谷
と
か
ぐ
る
ぐ

る
歩
い
た
け
ど
死
ね
な
く
て
・
・
プ

ラ
プ
ラ
プ
ラ
プ
ラ
池
袋
ま
で
歩
い

て
き
た(

笑) 

  

死
な
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
よ 

Ｙ 

そ
う
ね
、
今
に
し
て
思
え
ば
そ

う
で
す
ね
え
。 

  

路
上
生
活
に
な
っ
て
か
ら
は
ど

こ
に
い
ら
し
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

夜
は
池
袋
の
駅
の
階
段
。
夜
１

時
を
回
る
と
駅
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
お

り
ま
す
よ
ね
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
お
り

て
か
ら
、
駅
前
の
階
段
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
し
い
て
寝
て
た
ん
で
す
よ
。 

  

昼

間

は

ど

こ

に

い

た

ん

で

す

か
？ 

Ｙ 

昼
間
は
商
業
ビ
ル
の
休
憩
用

の
ベ
ン
チ
で
寝
て
ま
し
た
…
…
。
夜
、

ろ
く
に
寝
ら
れ
な
い
か
ら
、
昼
間
そ

こ
で
寝
る
し
か
な
い
。
起
き
て
る
と

き
は
、
池
袋
駅
の
通
路
の
と
こ
に
い

た
。 

  

食
べ
物
は
ど
う
し
て
た
ん
で
す

か
？ 

Ｙ 

池
袋
駅
に
い
た
ら
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
夜
回
り
の
人
が
お
に

ぎ
り
持
っ
て
き
た
か
ら
、
そ
れ
を
貰

っ
て
食
べ
て
。
そ
れ
で
炊
き
出
し
も

あ
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
、
そ
れ
も
食

べ
に
行
っ
て
。 

  

え
？
そ
れ
だ
け
で
す
か
？
倒
れ

た
り
し
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？ 

 
Ｙ 

そ
れ
は
な
か
っ
た
ね
、
週
１
の

夜
回
り
で
貰
え
る
お
に
ぎ
り
と
、
２

週
に
１
回
の
炊
き
出
し
で
も
ご
飯

出
る
か
ら
。
な
ん
と
か
な
っ
た
ね
。 

  

そ
れ
は
「
な
ん
と
か
な
っ
た
」
の

レ
ベ
ル
超
え
て
ま
す
よ(
笑) 

お
水

は
飲
ま
れ
た
ん
で
す
よ
ね
？ 

Ｙ 

そ
れ
は
ビ
ル
の
ト
イ
レ
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
持
っ
て
、
ボ
ト
ル
に
水

い
れ
て
。
そ
れ
こ
そ
水
が
ほ
と
ん
ど

っ
て
感
じ
。 

  

じ
ゃ
あ
、
Ｙ
さ
ん
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が
や
る
２
週
に
１
回
の

炊
き
出
し
と
、
水
曜
日
の
お
に
ぎ
り

だ
け
で
、
他
に
は
食
べ
て
な
か
っ

た
？ 

Ｙ 

あ
と
は
食
べ
て
な
か
っ
た
。 

  

ホ

ン

ト

に

そ

う

な

ん

で

す

ね
！
？ 

Ｙ 

食
べ
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
、
お

金
な
い
か
ら
。 

  

誰
に
も
相
談
さ
れ
な
か
っ
た
ん

で
す
か
？
ま
わ
り
に
他
の
野
宿
の

方
も
い
ま
す
よ
ね
。
ど
う
や
っ
て
食

べ
て
る
と
か
、
そ
う
い
う
会
話
に
は

な
ら
な
か
っ
た
で
す
か
？ 

Ｙ 

知
り
合
い
な
ん
て
い
な
か
っ

た
も
ん
。
い
つ
も
寝
て
た
と
こ
に
は

４
人
い
て
、
１
人
と
は
少
し
話
は
し

た
け
ど
、
他
の
人
は
起
き
て
か
ら
ど

っ
か
い
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。 

  

同
じ
野
宿
の
人
が
居
て
も
情
報

を
も
ら
え
る
と
は
限
ら
な
い
っ
て

こ
と
で
す
ね
。 

死に場所を求めて  

死に場所を求めて歩いた 
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Ｙ 

そ
う
。
み
ん
な
ど
っ
か
行
っ
ち

ゃ
っ
て
る
の
。
だ
か
ら
ひ
と
り
で
ビ

ル
の
ベ
ン
チ
に
い
た
ん
だ
け
ど
。 

  

じ
ゃ
あ
、
１
週
間
に
１
食
み
た
い

な
食
生
活
を
数
ヶ
月
続
け
ら
れ
て

た
ん
で
す
か
？ 

 

Ｙ 

お
に
ぎ
り
持
っ
て
く
る
の
は

水
曜
日
で
す
っ
け
？
そ
れ
１
個
も

ら
っ
て
、
あ
と
は
土
曜
日
の
炊
き
出

し
。 

  

そ
れ
体
調
く
ず
し
ま
す
よ
ね
？ 

Ｙ 

ま
あ
ね
、
あ
ん
ま
り
い
い
と
は

い
え
な
か
っ
た
ね
。 

  

そ
れ
で
も
冬
と
か
越
さ
れ
て
る

わ
け
で
す
よ
ね
？ 

Ｙ 

そ
ん
な
に
人
間
ヤ
ワ
じ
ゃ
な

い
の
か
な
。
冬
は
越
し
た
ね
。
分
厚

い
服
を
着
て
、
夜
は
そ
こ
ら
へ
ん
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
探
し
に
行
っ
て
、
風
を

避
け
て
。 

  

そ
う
い
う
生
活
じ
ゃ
あ
、
不
安
で

仕
方
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

Ｙ 

不
安
と
言
う
よ
り
、
そ
も
そ
も

死
ぬ
つ
も
り
で
家
を
出
て
き
た
し
、

炊
き
出
し
と
か
知
ら
な
い
か
ら
食

え
る
と
も
思
わ
な
い
し
。
ず
ー
っ
と

プ
ラ
プ
ラ
歩
い
て
、
階
段
に
来
て
寝

て
っ
て
い
う
こ
と
し
か
頭
な
か
っ

た
か
ら
。 

  

じ
ゃ
あ
、
こ
う
い
う
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ

Ａ
Ｓ
Ｉ
み
た
い
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
団
体
が
あ
る
っ
て
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
？ 

Ｙ 

知
ら
な
か
っ
た
。
駅
に
い
た
ら

お
に
ぎ
り
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、
そ

れ
で
や
っ
と
そ
う
い
う
の
が
あ
る

っ
て
わ
か
っ
た
く
ら
い
だ
か
ら
。 

  

最
初
お
に
ぎ
り
も
ら
っ
て
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
せ
ん
で
し
た
？(

笑) 

Ｙ 

あ
あ(

笑)

び
っ
く
り
し
た(

笑) 
そ
ん
な
の
あ
る
と
思
わ
な
か
っ
た

し
。
し
か
も
、
１
個
で
も
結
構
大
き

か
っ
た
か
ら
、
す
ご
い
美
味
し
く
て

ね
。
お
に
ぎ
り
が
余
っ
て
た
ら
２
個

置
い
て
っ
て
く
れ
た
り
。 

  

夜
回
り
で
は
毎
週
同
じ
メ
ン
バ

ー
が
Ｙ
さ
ん
の
と
こ
に
回
っ
て
き

て
ま
し
た
？ 

Ｙ 

そ
う
で
す
ね
、
女
の
人
と
あ
と

３
、
４
人
一
緒
に
回
っ
て
き
た
の
か

な
。 

  

じ
ゃ
あ
も
し
か
し
た
ら
私
も
お

会
い
し
て
る
か
も
？ 

Ｙ 

う
ん
、
会
っ
て
る
か
も
わ
か
ん

な
い
け
ど
、
こ
っ
ち
は
た
だ
黙
っ
て

立
っ
て
る
だ
け
だ
か
ら
。
相
手
の
人

の
顔
な
ん
か
み
て
な
い
し(

笑) 

  

炊
き
出
し
は
ど
う
や
っ
て
知
っ

た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

だ
い
ぶ
野
宿
を
し
て
か
ら
だ

な
。
誰
か
か
ら
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の

横
で
、
炊
き
出
し
や
っ
て
る
っ
て
聞

い
て
。
最
初
行
っ
た
と
き
は
三
杯
く

ら
い
食
っ
た
の
か
な
？
美
味
し
か

っ
た
。 

  

そ
れ
か
ら
生
活
相
談
に
い
ら
し

た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

夜
回
り
で
も
ら
っ
た
チ
ラ
シ

に
、
生
活
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る

っ
て
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
一
応
話

だ
け
聞
い
て
み
よ
う
か
な
っ
て
。
そ

こ
で
、
生
活
保
護
の
こ
と
と
か
詳
し

く
説
明
し
て
も
ら
っ
て
。 

  

じ
ゃ
あ
、
相
談
す
る
ま
で
は
、
生

活
保
護
と
か
全
く
知
ら
な
か
っ
た

わ
け
で
す
か
。 

Ｙ 

そ
う
で
す
ね
。 

  

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ず
っ
と
こ
の
ま
ま

だ

ろ

う

と

思

っ

て

た

わ

け

で

す

か
？ 

Ｙ 

そ
う
で
す
ね
え
。 

  

で
も
相
談
し
て
、
そ
れ
か
ら
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に

入
居
で
き
た
ん
で
す
ね
。 

Ｙ 

え
え
。
今
度
、
一
部
屋
空
く
か

ら
入
り
ま
せ
ん
か
、
っ
て
言
わ
れ
て
。

ど
う
に
か
。 

  

シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
っ
た
時
は
ど

ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

そ
の
時
は
、
ほ
っ
と
し
た
と
い

う
か
・
・
・
い
き
な
り
部
屋
に
入
れ

る
な
ん
て
思
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
。

池袋駅の階段で 
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ま
あ
、
命
繋
い
だ
っ
て
感
じ
で
す
よ

ね(

笑)

。
も
う
あ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら

死
ぬ
し
か
な
い
か
ら
。 

  

そ
れ
か
ら
生
活
保
護
を
申
請
さ

れ
た
ん
で
す
ね
。 

Ｙ 

清
野
さ
ん
と
一
緒
に
役
所
に

行
っ
て
。
い
ろ
ん
な
書
類
を
書
か
さ

れ
て(

笑) 

  

そ
う
な
ん
で
す
か
。
今
は
普
通
に

食
事
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
よ
ね
、
週
に
１
食
じ
ゃ
な
く
て

(

笑)

。 

Ｙ 

え
え
、
ま
あ
そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
食
べ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
。 

  

自
炊
は
さ
れ
る
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

い
や
、
料
理
で
き
な
い
で
し
ょ
。

だ
か
ら
パ
ッ
ク
の
ご
飯
ば
か
り
。
お

か
ず
は
コ
ン
ビ
ニ
と
か
で
買
っ
て
。

２
，
３
品
あ
れ
ば
。 

  

そ
ろ
そ
ろ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
っ

て
３
ヶ
月
で
す
よ
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
次

の
ア
パ
ー
ト
探
し
を
始
め
ら
れ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
が
？ 

Ｙ 

そ
う
い
う
風
に
聞
い
て
居
る

け
ど
。
で
も
こ
こ
は
家
具
と
か
最
初

か
ら
ぜ
ん
ぶ
あ
っ
た
か
ら
よ
か
っ

た
け
ど
、
次
の
ア
パ
ー
ト
は
ど
う
な

る
ん
か
な
。 

  

自
分
の
ア
パ
ー
ト
に
移
る
と
き
、

冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
と
か
が
な
い
人

に
は
生
活
保
護
か
ら
お
金
が
出
ま

す
か
ら
、
そ
れ
で
買
え
ま
す
よ
。 

Ｙ 

そ
う
で
す
か
、
そ
れ
な
ら
安
心

で
す
。 

  

い
い
ア
パ
ー
ト
が
見
つ
か
る
と

い
い
で
す
ね
。 

Ｙ 

ど
う
な
ん
か
な
。
ど
こ
で
も
住

め
れ
ば
い
い
で
す
よ
。
贅
沢
言
え
る

立
場
じ
ゃ
な
い
し
。 

  

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。
こ

れ
か
ら
ず
っ
と
住
む
ア
パ
ー
ト
で

す
か
ら
じ
っ
く
り
選
ん
で
く
だ
さ

い
。 

 

そ
う
い
え
ば
、
実
は
年
金
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
話
を
き

き
ま
し
た
が
。
前
は
貰
っ
て
な
か
っ

た
ん
で
す
か
？ 

Ｙ 

い
や
、
全
然
。
わ
か
ら
な
か
っ

た
で
す
も
ん
。
年
金
が
も
ら
え
る
な

ん
て
。 

  

な
ん
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
ん

で
し
ょ
う
？ 

Ｙ 

ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
ら
な
い
・
・
ど

う
や
っ
た
ら
い
い
か
と
か
、
知
ら
な

い
か
ら
。 

  

最
初
か
ら
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
た
ら
、
死
の
う
な
ん
て
思
わ
な
く

て
済
ん
だ
し
、
野
宿
に
な
る
こ
と
も

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。 

 

で
も
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
う

し
て
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

ん
で
す
ね
・
・
・
。 

Ｙ 

そ
う
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
か
っ

た
か
な
。
人
生
、
結
局
何
が
い
い
か

な
ん
て
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。 

 

い
や
い
や
、
野
宿
な
ん
て
い
う
過
酷

な
経
験
し
な
く
て
い
い
で
す(

笑)

。 

   

こ
の
２
ヶ
月
後
、
Ｙ
さ
ん
は
念
願

の
「
自
分
の
ア
パ
ー
ト
」
に
入
居
さ

れ
ま
し
た
。
上
の
写
真
は
そ
こ
で
の

一
コ
マ
で
す
。 

 

年
金
も
復
活
し
、
今
は
生
活
保
護

か
ら
脱
し
て
年
金
で
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

な
ぜ
前
の
ア
パ
ー
ト
に
い
ら
し

た
時
に
前
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
は
、
謎
の
ま
ま
で
す
。 

  
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

山
北 

 
 

編
集
・
構
成 

 

原
田
・
清
野 
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私
が
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
に
参

加
し
た
の
は
今
年
の
１
月
か
ら
で

す
。F

a
c
e
b

o
o

k

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
知
り
合
っ
た
先

輩

か

ら

誘

わ

れ

て

の

参

加

で

し

た 

。 

実
は
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
に
興

味
を
も
っ
た
の
は
、
３
・
１
１
の
際
、

炊
き
出
し
を
失
敗
し
た
経
験
か
ら

で
す
。
中
国
製
の
電
気
炊
飯
器
で
、

見
事
に
１
升
の
お
米
を
ネ
チ
ョ
ネ

チ
ョ
に
し
て
し
ま
っ
た
苦
い
思
い

出
か
ら
、
月
に
２
度
も
炊
き
だ
し
を

し
つ
づ
け
て
い
る
こ
の
団
体
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
み
た
い
と
の
思

い
か
ら
参
加
し
て
み
た
か
っ
た
の

で
す
。 

 

公
園
で
の
配
食
、
洗
い
場
な
ど

に
参
加
し
て
、
釜
場
に
恐
る
恐
る
入

っ
て
み
る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｕ
さ
ん

が
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
丁
寧
に
教
え

て
く
れ
、
８
リ
ッ
ト
ル
を
６
釜
、
合

計
４
８
キ
ロ
も
の
米
を
炊
き
、
ま
た

と
ん
で
も
な
く
大
き
な
寸
胴
に
大

量
の
野
菜
が
吸
い
込
ま
れ
て
い
く

光
景
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
徐
々
に

仕
事
を
覚
え
て
行
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
丁
度
、
長
年
に
わ
た
り

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
を
さ
れ
て
い
たO

さ
ん
が
お
仕
事
の
都
合
で
参
加
で

き
な
く
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
な

い
と
困
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、L

IN
E

で
新
し
く
ド
ラ
イ
バ
ー
チ
ー
ム
を

作
り
、
皆
で
交
代
で
運
転
も
務
め
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
ほ
ぼ
毎
回
の

よ
う
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。 

そ
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
恒

例
の
夏
祭
り
が
終
わ
り
、
映
像
作
家

の
Ｔ
さ
ん
が
夏
祭
り
の
光
景
を
素

晴
ら
し
い
映
像
に
し
て
く
れ
、
皆
で

あ
ー
だ
、
こ
ー
だ
と
楽
し
ん
で
い
た

矢
先
に
起
き
た
の
が
、
９
月
８
日
の

台
風
１
５
号
の
関
東
上
陸
で
し
た
。 

千
葉
で
は
大
規
模
な
停
電
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
他
の
方
々
同
様
、

「
す
ぐ
に
復
旧
す
る
だ
ろ
う
」
と
思

っ
て
い
た
も
の
の
、
一
週
間
た
っ
て

も
停
電
が
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、「
こ
れ
は
た
だ
事
で
は
な
い
」
と

感
じ
、
３
・
１
１
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
仲
間
に
「
千
葉
ど
う
す
る
？
」

と
メ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
「
も
う
今
日
、

来
て
る
」
と
返
事
が
来
た
の

が
、
９
月
１
３
日
（
金
）
の
事

で
し
た
。
翌
日
、
彼
の
乗
用

車
に
相
乗
り
さ
せ
て
も
ら

い
、
千
葉
南
西
部
の
「
安
房

郡
岩
井
袋
」
に
向
か
い
ま
し

た
。 大

田
区
か
ら
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
を
渡
り
、
ほ
ん
の
１
時
間

半
で
着
い
た
岩
井
袋
に
は
見

た
こ
と
も
な
い
信
じ
ら
れ
な

い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

集
落
１
２
０
軒
ほ
ぼ
す
べ
て
の

家
の
屋
根
が
損
傷
を
受
け
て
お
り
、

中
に
は
丸
ご
と
屋
根
が
無
く
な
っ

て
い
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
地
区
は
も
と
も
と
パ
ラ
ボ

ラ
ア
ン
テ
ナ
を
使
わ
な
け
れ
ば
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
地

域
だ
っ
た
の
で
す
が
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
は
全
て
吹
き
飛
び
、
停
電
に

よ
り
、
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
て
が
使
え
な
く

な
り
、
被
害
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き

ず
に
完
全
に
孤
立
し
て
い
る
状
態

で
し
た
。 

岩
井
袋
地
区
は
ほ
と
ん
ど
が
高

齢
の
地
区
で
、
自
宅
の
屋
根
が
無
く

な
っ
た
若
い
（
と
い
っ
て
も
５
０
代
）

の
男
性
が
、
は
し
ご
に
上
る
こ
と
が

出
来
な
い
高
齢
者
の
お
宅
に
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
を
か
け
て
あ
げ
て
い
ま

台風被災地支援と 

TENOHASI の 

これから 

 

TENOHASI 有志チーム  
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し
た
。 

そ
の
日
、
作
業
を
終
え
て
東
京
に

戻
っ
た
私
は
、
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｉ
が
い
つ
も
公
園
で
使
っ
て
い
る

発
電
機
で
発
電
す
る
こ
と
が
出
来

る
な
」
と
考
え
、
清
野
事
務
局
長
に

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
ト
ラ
ッ
ク

と
発
電
機
の
借
用
を
申
し
出
た
と

こ
ろ
、
清
野
さ
ん
は
「
ど
う
せ
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
で
行
く
な
ら
炊
き

出
し
道
具
も
持
っ
て
い
け
ば
？
」
と

冗
談
な
の
か
、
本
気
な
の
か
分
か
ら

な
い
こ
と
を
言
わ
れ
、「
え
、
そ
う
か
、

炊
き
出
し
か
・
・
」
と
迷
い
な
が
ら

も
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
寸
胴
、
炊
飯

釜
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
積
み
、
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
仲
間
数
名
と
米
、

野
菜
、
肉
を
調
達
し
な
が
ら
翌
日
、

岩
井
袋
に
入
り
ま
し
た
。 

い
つ
も
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
で

釜
場
に
い
る
Ｊ
さ
ん
も
居
た
こ
と

か
ら
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
る
作

業
と
は
別
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
女
性
２
名
等
と
炊
き
出
し

部
隊
を
作
り
、
夕
食
に
ご
飯
と
豚
汁

１
５
０
食
分
を
提
供
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

や
っ
と
電
気
は
復
旧
し
た
も
の

の
、
疲
れ
切
っ
て
い
た
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
温
か
い
食
事
に
涙
を
流
し
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

電
気
、
水
道
が
徐
々
に
回
復
し
た

の
で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
の
は
そ

の
１
度
き
り
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
は

毎
週
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
ト
ラ
ッ

ク
を
借
り
て
、
館
山
、
鋸
南
町
、
南

房
総
市
で
、
濡
れ
た
畳
な
ど
の
ゴ
ミ

搬
送
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
い

ま
し
た
。 

今
ま
で
、
災
害
と
い
え
ば
軽
ト
ラ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
意
外
に
も
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ

の
箱
型
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
力
が
、
被

災
ゴ
ミ
の
搬
送
に
威
力
を
発
揮
し

た
の
で
す
。 

ま
た
災
害
復
旧
中
の
１
０
月
１

２
日
に
は
、
関
東
、
長
野
、
東
北
を

台
風
１
９
号
が
襲
い
再
び
甚
大
な

被
害
が
出
た
こ
と
か
ら
、
八
王
子
、

鋸
南
町
、
茨
城
県
大
子
町
と
、
仲
間

と
駆
け
回
っ
て
い
る
う

ち
に
あ
っ
と
い
う
間
に

１
１
月
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
こ
に
行

っ
て
も
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ｉ
ト
ラ
ッ
ク
の
威
力

は
す
ご
く
、
軽
ト
ラ
１

０
台
分
の
ゴ
ミ
を
一
度

に
運
ぶ
こ
と
が
出
来
る

能
力
は
ど
こ
に
行
っ
て

も
驚
か
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
毎
週
被
災
地

に
向
か
う
私
を
見
て
、

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー

で
一
緒
に
被
災
地
に
行
っ
て
く
れ

た
方
も
お
り
、
皆
さ
ん
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
敷

居
が
高
か
っ
た
け
ど
、
来
て
み
た
ら

そ
ん
な
事
は
な
か
っ
た
。
来
て
良
か

っ
た
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

取
り
と
め
も
な
い
話
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
や
っ
て
来
た
私
が
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

と
は
以
下
の
こ
と
で
す
。 

・
都
内
に
自
由
に
使
え
る
拠
点
を
持

っ
て
い
る
。 

・
常
時
千
食
分
を
超
え
る
米
を
持
っ

て
い
る
。 

・
一
度
に
２
０
０
食
を
超
え
る
炊
き

出
し
が
出
来
る
装
備
が
あ
る
。 

・
炊
き
出
し
の
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。 

・
常
に
出
動
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
を
持

っ
て
い
る
。 

・
発
電
機
・
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
持

っ
て
い
る
。 

・
社
会
的
に
信
用
と
実
績
を
も
っ
て

い
る
。 

・
呼
び
か
け
る
と
集
ま
れ
る
組
織
力

を
持
っ
て
い
る
。 

・
メ
ン
バ
ー
に
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
た
人
が
数
名
い
る
。 

以
上
、
列
挙
し
ま
し
た
が
、
都
内

広
し
と
言
え
ど
も
、
こ
れ
だ
け
の
条

件
、
能
力
を
持
っ
た
団
体
は
無
い
の

で
は
な
い
か
。
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
こ
の
す
ご
い
団
体
の
力
を

災
害
時
に
使
わ
な
い
の
は
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
。
と
感
じ
ま

す
。 
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あ
と
は
、
何
が
必
要
か
？ 

や
る
気
と
行
動
力
、
約
款
の
変
更 

の
み
で
す
。 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が
基
本
的

に
豊
島
区
そ
の
周
辺
で
の
生
活
困

窮
者
を
支
援
す
る
団
体
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
年
の
よ
う
に
台
風
で
災
害
が
発

生
し
て
い
る
状
況
を
考
え
る
と
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
を
「
被
災
地
で
活

動
す
る
こ
と
も
、
出
来
る
」
よ
う
に

約
款
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
が
１
１
月
の
運
営
会
議
で
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
災
害
対
応
を
行
う
と
ガ

ソ
リ
ン
代
や
高
速
代
、
更
に
は
炊
き

出
し
を
行
う
と
食
材
等
、
多
く
の
お

金
が
か
か
り
ま
す
。 

今
回
の
災
害
で
は
初
回
の
炊
き

出
し
に
か
か
っ
た
費
用
、
ス
タ
ッ
フ

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
購
入

し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
屋
外
テ
ン
ト
等

に
つ
い
て
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
対
応

と
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
か
ら

費
用
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
ト
ラ

ッ
ク
を
ぶ
つ
け
た
際
の
修
理
代
等

は
私
と
仲
間
が
割
り
勘
で
払
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
を
使

っ
て
活
動
を
続
け
れ
ば
、
タ
イ
ヤ
は

消
耗
し
、
結
果
的
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ｉ
の
お
金
を
使
う
事
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。 

「
被
災
者
と
生
活
困
窮
者
と
は

違
う
の
で
は
な
い
か
」
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
本
来
の
活
動
と
は
違

う
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が
災
害
対
応
を
行
う

事
に
、
違
和
感
を
感
じ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。 

私
自
身
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が

災
害
対
応
に
ま
で
手
を
出
す
の
は

ど
う
か
な
、
と
思
い
、
ト
ラ
ッ
ク
を

借
り
る
以
外
は
、
自
分
の
責
任
で
行

っ
て
い
ま
す
が
・
・
・ 

最
後
に
、
先
週
、
千
葉
の
被
災
地

で
出
会
っ
た
あ
る
お
じ
い
さ
ん
の

話
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
方
は
元
々
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
で
し
た
が
、
自
宅
の
壁

が
吹
き
飛
び
、
屋
根
の
瓦
も
飛
ん
で
、

雨
漏
り
し
て
生
活
で
き
る
状
況
で

は
な
い
事
か
ら
、
一
時
、
避
難
所
へ

避
難
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
避
難
所
に
な
じ
め
ず
、

人
知
れ
ず
自
宅
に
戻
り
、
唯
一
雨
も

り
の
し
て
い
な
い
廊
下
に
ベ
ッ
ド

を
置
き
、
一
人
で
寝
て
い
ま
し
た
。 

ほ
ぼ
２
か
月
の
間
で
す
。 

台
所
の
天
井
ト
イ
レ
や
壁
に
は

カ
ビ
が
生
え
放
題
。
と
て
も
人
間
が

生
活
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

偶
然
そ
の
方
を
見
つ
け
た
私
の

仲
間
が
動
き
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か

け
屋
根
を
修
理
で
き
る
団
体
が
屋

根
を
直
し
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
お

金
で
床
の
抜
け
た
場
所
に
床
を
作

り
、
私
が
リ
フ
ォ
ー
ム
ゴ
ミ
で
出
た

畳
を
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
ト
ラ
ッ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
で
持
っ
て
い
き
畳
を

敷
き
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の 

 

メ
ン
バ
ー
と
私
達
は
、
台

所
、
ト
イ
レ
、
部
屋
の
壁

か
ら
ヘ
ラ
で
カ
ビ
を
は

が
し
、
な
ん
と
か
食
事
介

護
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

入
れ
る
状
況
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

あ
ま
り
笑
う
こ
と
の
な

か
っ
た
お
じ
い
さ
ん
は
、
私
達
が
帰

る
と
き
に
、
何
度
も
笑
顔
で
「
あ
り

が
と
う
」
と
。 

 
 生

活
困
窮
者
と
は
何
か
。 

災
害
が
起
き
れ
ば
我
々
自
身
も

生
活
困
窮
者
と
な
り
え
る
の
で
は

な
い
か
。 

何
処
ま
で
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

す
べ
き
な
の
か
。 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
役
割
と

は
な
に
か
。 

私
の
中
で
も
全
く
答
え
は
出
ま

せ
ん
が
、
目
の
前
に
困
っ
て
い
る
人

が
い
る
以
上
、
今
後
も
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ

Ａ
Ｓ
Ｉ
の
炊
き
出
し
と
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
両
方
活
動
し
て
い
く

中
で
、
少
し
ず
つ
考
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
大
塚
） 
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□ TENOHASI の活動 

○炊き出し＆医療生活相談＆鍼灸マッサージ＆お茶会 

           毎月第２/第４土曜日 東池袋中央公園 

○おにぎりと夜回り  毎週水曜日 池袋駅前公園～池袋駅とその周辺 

○ハウジングファースト東京プロジェクト  

路上脱出・安定した地域生活への移行支援 

  参加団体：TENOHASI・MDM（世界の医療団）・べてぶくろ 

あさやけベーカリー・訪問看護ステーションＫＡＺＯＣ 

つくろい東京ファンド・ゆうりんクリニック 

Habitat For Humanity・BaseCamp 

 

□ 活動資金のカンパをおねがいします！  

 郵便振替 00１90-8-2５9686 特定非営利活動法人ＴＥＮＯＨＡＳＩ  

 銀行振込 ゆうちょ銀行０１９(ｾﾞﾛｲﾁｷｭｳ)支店当座 2５9686 トクヒ）テノハシ 

 クレジットカード決済 ホームページからお願いします。 

 

□ 物資カンパも大募集中！！  

 衣類（季節にあったもの。スーツや女性ものは不要）・靴・カミソリ他 

 食材（米・缶詰・レトルト食品など。）＊送り先：下の「発送元」らん参照 

 

□ お問い合わせ 

     メール：TENOHASI ホームページの「お問い合わせ」から 

    電 話：090-1611-1970(事務局長 清野賢司） 

 

 特定非営利活動法人ＴＥＮＯＨＡＳＩ 

   会報第40号 20１9/12/1発行 

□ホームページ http://tenohasi.org/ 

□メール  tenohasi@yahoo.co.jp 

□facebook https://www.facebook.com/tenohasi/ 

□twitter  https://twitter.com/tenohasi 

            発送元 

 

         〒１77-004５ 

    練馬区石神井台6-１-28 

      ＴＥＮＯＨＡＳＩ事務局 

     TEL 090-１6１１-１970 

この会報誌のweb版をホームページにアップします。  

＊個人情報保護のためweb版では「ご寄付御礼」ページは削除しています。 

「紙の会報誌は不要」という方は、お手数ですが上の「お問い合わせ」からご連絡

ください。  

印刷 アビーム(社会福祉法人復生あせび会） 

http://tenohasi.org/
mailto:tenohasi@yahoo.co.jp
https://www.facebook.com/tenohasi/
https://twitter.com/tenohasi

